
令和６年度 第４回事業構想学群教授会 議事録 

開催日時 令和６年７月１０日（水）１４時４５分～１７時３５分 

開催場所 宮城大学大和キャンパス 応接会議室 

出 席 者 

（学群長）蒔苗耕司 

（教  授）内田直仁、太田賢、小沢晴司、糟谷昌志、金子浩一、郷古雅春、澁田一夫、須栗裕樹、千葉克己、土

岐謙次、徳永幸之、中田千彦、平岡善浩、藤澤由和  

（准教授）安藤裕、石内鉄平、伊藤真一、小地沢将之、佐々木秀之、佐藤宏樹、永井秀幸、高橋信人、 

益山詠夢、宮崎義久 

（助 教）薄井洋子、齊藤祐輔、友渕貴之、中沢峻 

構成員出席 29／32名（職位別 50音順、敬称略） 

欠 席 者 
（教授） 茅原拓朗、櫻木晃裕 

（講師） 高山純人 

オブザーバー 
（教 授）風見正三 

（特任准教授）武田浩太郎 

事 務 局 吉川教務課長、若木主任主査 

議事概要 １ 教授会議事録 

（１） 令和６年度第３回教授会議事録確認について 

    資料に基づき確認し、原案のとおり承認された。 

 

（２） 令和６年度第４回教授会議事録署名人について 

    議事録署名人として、蒔苗学群長及び永井准教授が指名された。 

 

２ 審議事項 

（１） 科目担当一覧および非常勤任用計画の変更について 
石内准教授より資料に基づき説明され、１科目の科目担当教員について、非常勤講師１名の削除およ

び非常勤講師２名の追加について承認された。 

 

（２） 学生の身分について 
千葉教授より資料に基づき説明され、留学２名、他大学受験１名について承認された。 

 
（３） 教員人事について 

平岡教授より資料に基づき説明され、地域創生学類１件の人事計画書及び募集要項について審議し、

原案のとおり承認された。また、事業プランニング学類の新規採用人事について公募が開始された旨

と、価値創造デザイン学類の人事について人事委員会で協議の上、公募期間を延長することとした旨

が報告された。 

 

３ 報告事項 

（１） 奈良県立大学連携プログラム参加者について 

石内准教授より、奈良県立大学連携プログラムの参加者として宮城大学から 8 名を推薦したところ、

事業構想学群生 2名、食産業学群生 1名が受講者として受入れ決定となった旨の報告がなされた。 

 

（２） 1．2 年次履修コース選択説明会について 

千葉教授より資料に基づき、地域創生学類所属 2 年生 1 名に対してコース選択についての説明を行っ

た旨の報告がなされた。 

 

（３） 成績入力期限・前期定期試験について 

千葉教授より資料に基づき、令和 6 年度前期の成績入力期限と前期定期試験について説明がなされ、

期限を厳守するよう依頼がなされた。 

 

（４） 内定状況報告 

内田教授より、資料に基づき内定状況の報告がなされ、併せて内定者にキャリア支援ポータルからの

内定状況報告を促すよう依頼がなされた。 

 

（５） 学群ワーキング担当の追加について 

平岡教授より、資料に基づき学群ワーキングの EDGE_PRIME_Initiative（EPI)事業担当者として 3 名



 

を追加する旨の報告がなされた。 

 

（６） リカレント教育事業等について 

平岡教授、中田教授、武田特任准教授より、進行中のリカレント教育事業について進捗状況の報告が

なされた。 

 

（７） 今年度教員評価について 

平岡教授より、令和 6年度教員評価の進め方について資料に基づき説明がなされた。 

 

４ その他 

（１） 令和 5年度後期授業改善計画について 

石内准教授より、令和 5 年度後期授業評価アンケートについて、未回答の教員はすみやかに回答する

よう依頼がなされた。 

 

（２） 卒業研究ルーブリックの作成について 

石内准教授より、卒業研究ルーブリックの作成について、7月末までに作成するよう依頼がなされた。

また、蒔苗学群長より、ルーブリックと並行的にシラバスの到達目標についても検討するよう依頼が

なされた。 

 

（３） 入試改革およびカリキュラム改革について 

平岡教授より、資料に基づき今後の入試改革およびカリキュラム改革の進め方が確認され、各学類で

検討された意見の共有および意見交換がなされた。7月 17日に教授会構成員によるミーティング機会

を設け議論を行うこと、全学教育改革検討本部会議への報告後、8月教授会において継続して議論を行

うことを確認した。 

 

議事録署名 

 氏名  蒔苗 耕司   印  

 

 氏名  永井 秀幸   印  

以 上  

   


